
　

市
で
は
、
高
校
・
大
学
な
ど
へ
入
学
を
希
望

す
る
方
の
保
護
者
に
対
し
て
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
入
学
準
備
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
期
間　
2
月
3
日
㈪
～
20
日
㈭

▼
貸
付
金
額

・
大
学
、
短
大
お
よ
び
専
門
課
程
を
置
く
専

修
学
校
の
場
合
…
30
万
円

・
高
校
、
高
専
お
よ
び
高
等
課
程
を
置
く
専

修
学
校
の
場
合
…
20
万
円

▼
対
象　
市
内
に
6
カ
月
以
上
居
住
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
方
※
連
帯
保
証
人
が
必
要

▼
申
請
時
に
添
付
す
る
書
類

・
在
学
ま
た
は
出
身
学
校
長
が
大
学
・
高
校

な
ど
の
長
に
提
出
す
る
調
査
書
の
写
し

・
家
庭
調
書

・
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

・
承
諾
書

▼
貸
付
決
定
後
に
提
出
す
る
書
類

・
借
用
書
※
連
帯
保
証
人
が
必
要

・
入
学
許
可
書
ま
た
は
合
格
通
知
書

▼
返
還
方
法　
3
カ
月
を
据
え
置
き
、
大
学
に

つ
い
て
は
50
カ
月
以
内
、
高
校
に
つ
い
て
は

35
カ
月
以
内
で
毎
月
の
分
割
払
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課
庶

務
担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
1

入
学
準
備
金
貸
付
制
度

ご
活
用
く
だ
さ
い

　新成人を祝う会実行委員
長を務めさせていただきま
す大屋拓磨です。
　成人を迎えた今、自分自
身を問いてみました。幼い
ころ、早く大人になりたい
と思っていましたが、「あの
ころ思い描いた大人に近づ
いているのだろうか、今、
自分に足りないものはなん
だろうか」と。
　現在、大学で教員を目指
して学んでいますが、その
際に介護実習を通して知り合った99歳の方がいま
す。その方はiPadを使って海外の家族と通信した
り、ゲームを楽しんだりしているとのことでした。
職員からオセロを教えてもらい毎日オセロを楽し
み、私も一度相手をさせていただきました。年齢
を感じさせず、便利なものを生活に取り入れ、若
い人とのコミュニケーションも大切にしているそ
の姿に感銘を受けました。
　私たちの世代は、学力不足やコミュニケーショ
ン不足だといわれています。私は教員になるため
の勉強を通じて学力不足を感じ、介護実習を通し
てコミュニケーション能力不足を感じました。学
ぶ機会は学校だけでなく、仕事などあらゆる場に
あります。興味関心を持ち、今の自分に満足する
ことなく向上心を持って自分を磨いていきたいと
思います。
　今は教員を目指して学んでいますが、将来どの
ような職業に就いても、日々自分が成長できるよ
うに、人との関わりを大切にしていきたいと思い
ます。こうして成人式を迎えられるのも多くの人
に支えられてきたからです。お世話になった人に
感謝し、精進していきたいと思います。

　今年度の副実行委員長を
務めさせていただき光栄で
す。
　これまでの私たちを振り
返ると、家族をはじめ、友
人、先生方、数えきれない
方々に支えられ、今の私た
ちがいることを実感してい
ます。
　私は大学へ進学して、今
まで以上に縦のつながり、
横のつながりが広がりまし
た。大学生活の中で、学生
スタッフや地域の方々との連携プロジェクト、ネ
ットワークを活用してさらなる地域活性化の手伝
いをしています。そこで一番学ぶことは、人と人
とのつながりの大切さです。たった一度だとして
も一人ひとり丁寧に接すれば、次の出会い、次の
チャンスが生まれ、さらに積極的に行動すれば得
るものはさらに多くなりました。難しいこと、戸
惑いもたくさんありますが、それ以上に充実して
いると心から実感しています。
　私はこれまで、さまざまな方から「人とのつな
がりを大切にしなさい」と教わりました。しかし、
そのときの私は理解不足で、たくさんの方に迷惑
を掛けてしまいました。ですが、大人に近づいた
今なら、その言葉の意味が理解できます。だから
こそ、前に進むことができる今があります。
　まだまだ私は未熟者ですが、これからは支えて
もらう立場から支える存在へと変わり、今までの
感謝の気持ちを形にして、恩返ししなければなら
ないと考えています。改めて自分を見つめ直し、
成人としての決意を忘れず、一日一日を大切に努
力していきます。

「思い描く自分へ」 「人とのつながりを大切に」

実行委員長
大屋　拓磨さん
（南河原中出身）

副実行委員長
森田　紗弥さん
（西中出身）

二十歳の抱負二十歳の抱負
平成26年行田市新成人を祝う会実行委員会平成26年行田市新成人を祝う会実行委員会
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　平成25年度「県民
の日」記念式典が行
われ、長年にわた
り統計業務に尽力さ
れた功績により、統
計調査員の栗田りえ
子氏が、埼玉県表彰
規則に基づく知事表
彰を受賞しました。
▶問い合わせ　企画
政策課統計担当
（内線310）

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り

ま
す
。
登
録
品
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　

な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登

録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
5
5
6
―

9
5
3
0
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3
―
0
7
9
2

不
用
品
情
報

ゆずってください

さしあげます

▷テレビ台　▷学習机（椅子付き）　▷ハロゲンヒーター　
▷電気グリル　▷こたつ天板（2枚）　▷アウトドアテーブル
▷腹筋用健康器具　▷座椅子　▷冷蔵庫　▷衣類乾燥機
▷カーステレオ　▷冷気扇

▷大人用自転車　▷大人用自転車（折り畳み式）　▷子ども用
自転車　▷ベビーベッド　▷スチールラック　▷チャイルド
シート　▷液晶テレビ　▷ＤＶＤレコーダー　▷電気ストー
ブ　▷電子ピアノ　▷デジタル一眼レフカメラ　▷耕運機
（家庭用）　▷製麺機（家庭用）　▷電子レンジ　▷炊飯器　
▷ソファセット　▷洗濯機　▷冷凍庫　▷オーブンレンジ　
▷ミシン　▷除湿機　▷扇風機　▷石油ストーブ　▷猫用
ケージ　▷トランペット　▷キャビネット（鍵付き）

ご参加ください

　自然環境の
保全および緑
化推進の重要
性を次世代に
伝えるため、
植樹祭を行い
ます。当日は、
宮脇昭さん（横
浜国立大学名
誉教授）の指導のもと、約1,000本の苗木を植樹します。

▶日　　時 2月1日㈯午前9時30分～正午※雨天決行
▶場　　所 行田市総合公園
▶募集人数 300人（先着順）
▶参 加 費 無料
▶そ の 他 スコップ、軍手は実行委員会で用意します。

汚れても良い服装でご参加ください。
▶申し込み 各公民館や公共施設で用意している申込用紙

に、住所、氏名、年齢、所属（学校名など）、学年、
電話番号を記入の上、1月24日㈮までにＦＡＸ
またはＥメールで行田市森づくり環境再生実
行委員会事務局（都市計画課内）に提出してく
ださい。

 【ＦＡＸ】553―4544【Ｅメール】toshi@city.
gyoda.lg.jp※FAXまたはEメールで申し込み
ができない方は、電話での申し込みも可。

▶問い合わせ 同課公園担当☎550―1550

いのちを守る森づくり
「第6回みんなで植樹祭」

栗田りえ子氏が
埼玉県知事表彰を受賞

ご参加ください

　「コミュニティセンターみずしろ」は、平
成26年度に耐震補強工事を実施する予定で
す。工事期間中は、全館施設利用ができな
くなります。
　工事概要や注意点などについての説明会
を開催しますので、ぜひご参加ください。
▶日　　時 ・1月17日㈮午後2時・6時
 ・1月18日㈯午前10時

▶場　　所 コミュニティセンターみずし
ろ1階ギャラリー

▶問い合わせ 地域づくり支援課協働推進担
当（内線253）

コミュニティセンターみずしろ
耐震補強工事実施に伴う説明会
を開催します

埼玉県知事表彰

栗田　りえ子 氏
（佐間）

昨年の植樹祭の様子
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